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 臨床疫学研究室は主に消化器疾患の特徴を分子疫学面から検証し、最適な治療方法や安全性を検

討しています。代表的な研究内容を示します。 
 まず C 型肝炎に関しては、genotype 1 型で高ウイルス量症例に対するペグインターフェロン・リ

バビリン併用療法の治療効果を規定する因子として、IL-28B の SNP の重要性を報告しました。新

規のプロテアーゼ阻害剤テラプレビルとの 3剤併用療法における溶血性貧血に対し保険適応外のエ

リスロポエチンを少量使用することによって、抗 HCV 剤の減量を回避できることも発表しました。

また溶血性貧血に影響する ITPA の SNP によって、エリスロポエチンの使用量に差が出ることも報

告しています。 
 次に B 型肝炎では、核酸アナログの長期投与成績から導かれる耐性化の問題点を検討しています。

そして、ラミブジン・アデホビル併用療法効果不良例に対しアデホビルをテノホビルに切り替え、

その有効性と安全性を発表しました。 
 近年散発的に発生している B 型急性肝炎では genotype A が大半を占めていますが、その特徴を解

析し、治療介入の意義を検討しています。 
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